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はじめに
文革期にはさまざまな政策 ・スローガンが打ち出されたが,そ の基底に
一一貫 して流れていたのは 「破私立公」すなわち 「私」を打ち破 り 「公」を
樹立するとい う思想であった。「私」は諸悪の根源であり,「公」はマルク
ス ・レーニン主義,毛 沢東思想の精髄であると宣伝 され,強 調 された。 と
ころが,建 前 としての 「公」が強調されればされるほど現実には 「私」が
増大する,つ まり,「公」と 「私」が逆転す る現象がしば しば出現したよう
に思われる。
本論文では,『文革期において 「公」と 「私」が逆転 した』とい う事象に
着目して,ど のような形で 「公」 と 「私」が逆転 したのか,な ぜ逆転が起
きたのかを分析することを通 じて,文 革期の中国における 「公」 と 「私」
の位相を提示することとしたい.こ こで 「逆転」 とは,① 「公」を強調す
ればするほど 「私」が盛んになる。② 「公」がやるべきことを 「私」が代
行 してやることになる。③建前 としての 「公」が大きいほど実際の 「私」
が多 くなるような形で出現する現象をいう。
その前提として,1で は,中 国における 「私」 と 「公」の概念を説明し
た後,「私」と 「公」を定義する。Hで は,文革期における 「私」に関する
用語の出現頻度を統計的に把握 し,皿 では,逆 転の諸形態を分析し,IVで
は,文 革期に逆転が起 こった原因を考察す ることとしたい。
中華人民共和国における 「私」 と 「公」に関する先行研究には溝口雄三
があ り,中国明末清初か ら清末民国初期に重点を置いて 「公」 と 「私」の
概念のありようを考察 した労作である。〔')研究対象の時代か らいって当然
(1)溝口雄三 『中国の公 と私 』,研文 出版,1995年。
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のことながら民国中期以降中華人民共和国にいたる時期は言及 されていな
い。
文革期の 「私」 と 「公」については,楊 麗君がユニークな観点を提示 し
ている。(2)彼女は,紅衛兵や造反派組織における派閥形成のメカニズムと
それ らの間で発生 した集団暴力の背景を,社 会主義体制が構築 されて私的
領域がほぼ消失 した中国における,国 家 と社会の間の公的領域を舞台 とし
た公民権をめ ぐる配分 ・獲得競争 として位置づける。 しかし楊の著作では,
私的領域がすでになくなっているのに,な ぜ文革期にあれほど 「公」が宣
伝され,「私」が排斥されたかは説明していない。
1中 国にお ける 「私 」 と 「公 」の概 念
溝口雄三によれば,「私」の原義は,戦国時代末期から後漢にかけての資
料でみ ると,「自環すなわち自ら囲む」の意,ま た 「姦邪すなわちよこし
ま」の意である。 「公」は,① 「背私すなわち囲いこみ を開く」の意であ
り,「衆人 と共する,通 じる」意,さ らに 「平分すなわち公平・均分」の意
を持つ。② 「衆人の共同作業場 ・祭事場およびそれを支配する族長」さら
に 「君主や官府な ど支配機構」を意味する。 したがって,中 国の 「公」 と
「私」は原義的には背反の関係にあり,そ の背反には善 ・悪,正 ・不正の倫
理性がある。また 「公」については①の方が価値的に優位である。
つまり,「公」は公平,「私」はかた より・よこしまとい う道義的な背反・
対立を含む概念である。(3)
仁井田陞によれば,中 国古代以来の思想では,儒 家 ・法家をとわず,公
は私に対 して比較にならないほど高い評価が与えられていた。公は公直(公
正でまっすぐ)・公平の公につ らな り,私は私曲(自 分勝手な不正)の 私に
つらなる。しかも私 自身の支配領域が確立していないために,家 族を越え
た一般社会の生活の うちで も自他の支配区分限界が不明瞭であった。 自分
と他人の固有の支配領域は侵 し侵 されがちであった。(4)溝口,仁 井田両氏
(2)楊麗 君 『文化大革命 と中国の社会構造』,御茶の水書房,2003年。
(3)溝口雄三,前 掲書,3,4,7,43,47-48頁。
(4)仁井田陞,『中国法制史研究 法 と慣習・法 と道徳』,東京大学出版会,1991年,530,576頁。
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の説明では,中 国においては,「公」は非難 され るべ き要素はないのに,
「私」は非難に値するウェイ トが極めて高い ことが指摘されている。
ハーバーマスによれば,私 的領域(民 間領域)と 公的領域の分割線は,
国家 と社会の間に引かれる,国 家は公権力の分野であり,社会は私人(民
間人)の生活圏であり,市民社会 と家族の空間か ら構成される,とする。(5)
ハーバーマスに限らず,西 洋諸国では,「私」も 「公」も善悪の価値判断
か ら中立的な意味を持つ。いっぽ う前述のごとく伝統中国では,「私」 と
「公」には価値の高低が与えられている。本論文では,「私」 と 「公」につ
いて価値中立性に基づいて論ずることとしたい。よって本論文においては,
「私」 とは私人(民 間人)の 領域に属す思想的 ・制度的 ・物的存在,「公」
とは公権力の場に属すところの思想的・制度的・物的存在と定義 してお く。
皿 「私」に関する用語の出現頻度
文革期における 「私」に関する言説の量を把握するために,現 在もっと
も資料の収容量が多 く,かつ電子検索が可能な 『文革データベース』(6)を
利用 して,「私」に関する用語(私 という文字を含む言葉)の 出現頻度を概
観する。
『文革データベース』に収録 された1966年か ら76年までの11年間にわ
たる文献総数4021件の うち 「私」に関する用語が現れる文献数を検索 し
た結果は第1表 のとお りである。
(第1表 「私」に関する用語の出現頻度(『文革データベース』よ り筆者作成)
上部構造に属す 「私」の関連用語 下部構造に属す 「私」の関連用語
私心121件 私下11件 私有制50件
私自89 私憤10 私有財産6
自私自利23 私欲2 私有化2
私利23 私情1 私有経済1
私分14 計294(83.3%) 計59(16.7%)
*上表に掲載 され た 「私」 の関連用語 が文献の文章 中に一度以 上出現すれば,文 献数1件 とカウ
ン トした
(5)ハー バ ー マ ス 『公 共 性 の構 造 転 換 』,細 谷 貞 雄 訳,未 来 社,1973年,46,49-50頁。
(6)宋永 毅 主 編,TheChineseCulturalRevolutionZ)atabase『中 国 文 化 大 革 命 文 庫 光諜 』,中 文 大 学
出 版 社(香 港),2002年。(以 下 『文 革 デ ー タベ ー ス 』 とい う)
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「私」に関する用語の現れ る文献数は353件で,そ の内訳13項目の うち
政治 ・思想 ・文化など上部構造に属するのは,9項 目,文 献数 は294件
(83.3%),経済分野の下部構造に属するのは私有制 ・私有財産 ・私有化 ・私
有経済の4項 目,59件(16.7%)である。上部構造に属する用語はすべて
貝乏義である。「私心」(自分の利益のみを考える心),「私 自」(自分だけで勝
手に),「自私自利」(利己主義),「私利」(一身一家の利益),「私分」(偏っ
て不公平),「私下」(こっそ り),「私憤」(個人的な利害による怒 りと憤 り),
「私欲」(自分だけ利益 を得よ うとする心),「私情」(個人的な情実)。「私」
に関する用語の うち,上 部構造に属する用語が8割 を越 えている。この
データからみると,文化大革命はその 「文化」の名前が示すよ うに上部構
造における政治運動(キ ャンペーン)で ある色彩が強いこと,また文革期
には,上 部構造における 「私」に関する批判的言説が顕著であったことが
わかる。
シュラムは,な ぜ 「プロレタリア 『文化』大革命」なのか,に つぎのよ
うに答える。レーニンによれば 「資本主義社会の階級は生産関係のなかに
ある」が,毛 沢東によれば 「社会主義社会では階級はイデオ ロギーおよび
文化の領域にある」。毛沢東は一貫 して文化大革命の 「革命」は文化領域に
あることを強調 した,と い う。(7>
第1表 のデータとシュラムの説明を敷衛すれば,文 革の発動者かつ推進
者たる毛沢東の主観的意図は,文 革は文化領域における運動であって,私
有財産 と公有財産の対立よりも,私心 と党 ・国家のための心 との対立を強
調 している。さらに上部構造の 「私」の関連用語がほとんど貝乏義であるこ
とは,文革期において,文化の領域における 「私」が忌むべき存在 とされ,
批判弾圧 された情況の証左になりうると思われる。
皿 文革期における 「公」と 「私」の逆転事象
文革期における 「公」 と 「私」の逆転に関する事象の時期区分は第2表
(7)StuartSchram.,"MaoTse-tung'sThoughtfrom1949-1976",RodericMacFarquharandJohnK.
Fairbanked.,TheCambridgeHistoryofChinaVolume15,Cambridge:CambridgeUniversityPress,
1991,p.89,93.
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の とお りであ る。
(第2表 文革期の 「公」と 「私」の逆転事象一覧(時 期別)[筆者作成〕)
時 期 「公」と 「私」の逆転事象 運動の実行者 ス ローガ ン ・事件
1期
1966/5-67/1
・「公」から 「私」へ独裁権
(刑事制裁の権限)の譲渡
・老紅衛兵
・造反派紅衛兵
・四旧打破 ・破私立公
・抄家,私設公堂,牛棚,
私的監獄
r【 期
1967/1-68/3
・指導者および大衆の 「公」
を掲げて,「私」を追求する
言行不一致
・造反派紅衛兵
・造反派労働者
・闘私批修
・奪権 ・大連合
・軍事管制
皿 期
1968/3-71/9
・強者と弱者による 「公」と
「私」への対応の差
・党,国家に指
導された工農兵
・革命隊列の純潔化運動
・革命委員会の成立
・紅衛兵の農村下放
1.文革期の時期区分
1981年6月27日,中国共産党第十一期中央委員会第六回全体会議(第
十一期六中全会)に おいて採択された 「建国以来の党の若干の歴史的問題
についての決議」(以下 『歴史決議』とい う。)は文革を1966年5月か ら
1976年10月に至る期間とする。そ して第一段階を1966年5月(文革発
動)か ら1969年4月(九全大会)。第二段階を1969年4月から1973年8
月(十 全大会),第三段階を1973年8月か ら1976年10月(四人組逮捕)
に区分 している。
この時期区分は 日本の文革研究者た とえば矢吹晋なども踏襲 している。(8)
しか し,「歴史決議」の区分も,国 分良成教授の指摘されるように,「ま
ず,な ぜ文革が1966年5月か ら1976年10月までの十年間なのかについ
ての具体的説明はない。また,こ の時期区分が党大会を基準にした便宜的
なものであることが容易に推察できる。文革はそれをどのような視点で見
るかによって,時 期区分はいかようにも可能なのである」。(9)
国分教授は,文 革を前期(1966年5月一71年)と後期(脱文革期 ・1971
年一76年)に分 け,文 革の最大の功労者 として毛沢東の後継者 と規定され
た林彪が71年に失脚する林彪事件を分水嶺 としている。 さらに前期にお
(8)矢吹晋 『文化大革命』,講談社,1989年,21-27頁。
(9)国分良成 「『歴史』 としての文化大革命」,国分良成編 『中国文化大革 命再論』,慶慮義塾大学
出版会,2003年,3-5頁。
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いても,① 文革が発動され,紅 衛兵運動が最高潮に達する1966年か ら67
年までの時期,②文革が混乱を生み,鎮圧のために人民解放軍が投入 され,
事態が収拾され,九 全大会を経て林彪事件に至る1976年から71年までの
時期に区分している。('°)
2.本論文における時期区分
本論文の論点か ら考えると,「公」と 「私」の逆転事象に基づいて時期を
区分すべきである。 しか し,この逆転事象は,強 弱 ・濃淡の差はあれ,文
革期全般,少 な くとも文革前半期にわたって出現 してお り,組 織 ・制度,
会議,事 件,文 書などのように出現時期を明確にすることは困難である。
そこで,論 点をより明確にするために,国 分教授の時期区分に準拠 し若干
の修正を加えて,第2表 に掲げた三つの時期区分に分けて論ずる。
【第1期 】「公」か ら 「私」へ独裁権を行使する権力の譲渡
(1966年5月一67年1月)
(1)「公」から 「私」への独裁権力(刑 事制裁の権限)の 譲渡の経緯
1966年5月,中国共産党中央委員会は毛沢東の指導のもとに,『五 ・一
六通知』を決議 した。これは文革を発動 し,かつ指導する綱領的文書であっ
た。さらに同月,陳 伯達を組長,江 青を副組長,康 生を顧問とする中央文
化大革命小組が成立 し,こ こに文革は正式に発動 された。 ほぼ同時期の
1966年5月,北京の老紅衛兵が文化大革命の実行部隊として登場 した。(11)
彼 らは 「破私立公」(「私」を打ち破 り 「公」を樹立す る),「四旧打破」
(旧い思想 ・文化 ・風俗 ・習慣を打ち破る)を スローガンに黒五類(地 主 ・
富農 ・反革命分子 ・悪質分子 ・右派)の 独裁対象者をつるし上げ,財 産を
略奪 し,死傷させた。
この時期には,「公」の代表的組織である法律機関すなわち警察[公安]・
検察 ・裁判所 ・監獄の機能の相当部分を紅衛兵が代行した。紅衛兵の各組
(10)国分良成 「文化大革命 の発動 と紅衛兵運動」,毛利和 子 ・国分良成編 『原典中国現代史 第
一巻政治上』,岩 波書店,1994年,236-237頁。
(11)「老紅衛兵」 とは,紅 五類(労 働者 ・貧農下 層中農 ・革命幹部 ・革命軍人 ・革命烈士)を メ
ンバー とし,共 産党幹部 の子 弟を中核 とし,高 級幹部の子弟 を リーダー とす る紅衛兵組織 をい
う。1966年5月29日清華大学附属 中学 に最初 の紅 衛兵が登場 した。老紅衛兵 は1966年5月か
ら10月ごろまで運動 の主 力部 隊であった。
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織はそれぞれ個別に,私 的家宅捜索[抄 家],私的留置所[牛 棚],私設裁
判所[私 設公堂],私的監獄を運営 していた。つまり,破 したのは 「公」た
る従来の法律機関であって,立 したのは 「私」たる紅衛兵の運営する私的
刑事制裁機関であり,「公」と 「私」が逆転 したのである。
しか し紅衛兵は自らの組織 と行動を 「私」ではな く,「官方」の立場に
立っていると認識 していた。官方 とは,旧 時 「お上により任命 された者」
あるいは 「官辺筋 ・政府筋」を意味する言葉であった。紅衛兵にとっては
私的拘置所,私 設裁判所などではなく,「公」すなわち国家のそれであると
思っていた。紅衛兵を教唆 した文革推進派の認識 も同じであった。したがっ
て紅衛兵による法律機関の破壊 と私的刑事制裁は,彼 らにとってはなん ら
非難すべきことではなかったのである。(12)
国家機関でない私的組織である紅衛兵が,何らの法的根拠 もないままに,
黒五類 とみな した大衆や学術権威者に対 して,監 禁,吊 し上げ,拷 問,暴
行,殺 人等を行い,さ らに個人の住宅の家宅捜索,私 有財産の没収,公 共
施設の破壊,公 共の財産 ・物資 ・データの強奪等を行った。
なぜ紅衛兵へ独裁の行使の権限が譲渡 されたのか。紅衛兵組織は自発的,
自然発生的に成立 してまたたくまに各校に広がった。毛沢東をはじめとす
る中央文革推進派にとって も予想外の出来事だった と思われる。(13)非合
法組織,非 常識な行動,予 想を超えた動員力,熱 狂的な毛沢東崇拝などの
特徴を備えた紅衛兵は毛沢東,中 央文革小組,林 彪にとっては格好の武器
となった。
その当時,毛 沢東は党中央内で孤立 していた。彼はつぎのよ うに述べて
いる。「当時,多数がわたしの意見に同意せず,し ばらくわたしだけが とり
残された。わた しの見方は時代おくれだ とい うので,や むなくわた しの見
方を八期十一中全会(1966,8)に持ち込んで討論 した。論争を経て,わ た
しはようや く半数 よりわずかに多い同意を得た」。('4)
文革導入期には,毛 沢東は名目上の最高権力者ではあるが,党 内で孤立
し,自分の方針に賛成 を得るのに,相 当苦労 したことが うかがわれる。そ
(12)「官方」の概念 につ いては西村成雄教授 のご教示 による(2006.10.28,文責筆者)。
(13)竹内実編訳 『毛 沢東文化大革命 を語 る』,現代評論社,1974年,132頁。
(14)同上,150頁。
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のなかで,紅 衛兵が組織され,活 動を始めたことは,毛 沢東にとって予想
外の出来事であ り,このため,当 時は紅衛兵を高 く評価 し,その力を利用
し,そ の力に頼る戦術を採用 したものと思われる。
1966年8月21日,中共中央は軍に対 して,『軍隊を使って革命的学生を
武力鎮圧することを絶対に禁止する規定』を,同 月22日 に公安部に対 し
て,『警察を出動 させ革命的学生を鎮圧することを厳禁する規定』を通達 し
た。(15)これ らの通達は中共 中央が公的独裁機関に代わって,私 的組織に
独裁権の行使を譲渡することを明文で許可 した証拠である。同月26口 に
は,毛 沢東が,公 安部長謝富治の公安部の人員を削減して大衆に業務を譲
渡する提案に賛成 していることか らも裏付 けられる。(16)
警察部門の最高責任者である公安部長謝富治は,1966年8月北京市の
警察部門の会議の席上,「警察官は紅衛兵の側に立ち彼 らと連携をとり,彼
らと心を通わせ,彼 らに情報を与え,彼 らに黒五類の情報を紹介しなけれ
ばな らない」 と述べた。(17)
上記から見て,毛 沢東および中央文革小組の意向を受けて,公 安部長謝
富治は警察機関をあげて,紅 衛兵の行動を 「支持 ・支援」 したことは明白
である。
いっぽ う,紅衛兵の破壊行動を党 ・政府が,ラ ジオ ・新聞を通じて大々
的に 「宣伝」 した。宣伝の力によって破壊運動が全国に向かって拡散され
たばか りでな く,北京の破壊運動がさらに新たな高潮に突入 した。
要するに,毛 沢東をか しらとする中共中央文革推進派の紅衛兵の行動に
対する黙認 ・支持 ・宣伝が,国 家機関による正規の独裁 ・制裁制度を変質
させて,非 公式組織に対する独裁 と刑事制裁の権限を譲渡する契機になっ
たと思われる。
(2)「公」と 「私」の実相
この時期には林彪は 「私」 と 「公」についてさかんに言及 している。文
(15)陳東林 ・苗標 ・李 丹慧主編 『中国文 化大革命事典』,中国書店,1997年,758-759頁。
(16)中共 中央 文献研究室編 「対謝 富治関與精簡設想 的批語」,『建 国以来毛 沢東文稿 第12冊 』,
中央文献出版社(北 京),1998年,110頁。
(17)厳家其 ・高墓 『「文化大革命 」十年史』,潮流出版社(香 港),1989年,110頁。
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文革期における 「私」 と 「公」 をめぐって
革がはじまった直後の1966年5月の中央政治局拡大会議では,「私有制 と
私有観念は修正主義の主要な要素であり,非常に広範に,深 く普及浸透 し
ている」 と述べた。同じ年の10月12日の中央工作会議においては,「私
有制意識を打ち倒 さなければ,公 有経済,プ ロレタリア階級の政治は変質
する可能性がある」と述べた。そして,「文化大革命の運動はすなわち私有
観念を取 り除 くことである」からして,除 去できなければ,社 会主義は停
滞 し,「後退変質さえし,修正主義になる」重大な問題であると警告 した。
10月25日,林彪は中央工作会議で 「破私立公」について次のように述べ
た。「われわれはかならず大いに旧い思想を打ち破 り,大いに新 しい思想を
打ち立てなければならない。旧い文化,旧い思想は,概括 していえば,『私』
の一字に旧さが存在する。新 しいもの,新 しい思想は 『公』の一字に新 し
さがある」。(18)
しか し高文謙によれば,林 彪は 「公」を強調する裏で,み ずからの私的
権力 と私的利益を確保する行動を行っていた。「林彪は,文革が混乱に乗 じ
てみずからの力を拡大する絶好のチャンスであることを しっかりと見抜い
ていた。そこで彼は毛沢東に付き従い,毛 の劉少奇打倒に協力するだけで
なく,党軍におけるみずからの勢力を拡大することにも大きな力を注いだ。
林彪はかって本音を語 っている。『文革は一部を打倒 し,一部を引き込み,
一部を保護するものだ。支持 してくれる者は保護 し,反対する者は打倒し,
中間の者は引き込む』(高文謙が呉法憲にインタービューした記録による,
1983.11.18-25)。どさくさにまぎれて私利を得ようとする点では林彪グルー
プも江青グループも気脈を通 じてお り,お互い利用 しあっていた」。(19)
この時期,林 彪は軍内のライバルた とえば羅瑞卿や賀竜を追い落 とすた
めに,私 的組織である紅衛兵や造反派を利用 した。林彪は紅衛兵に教唆あ
るいは暗黙の支持を与えて,① 大字報,紅 衛兵小報などを利用 した宣伝に
よる批判,② 家宅捜索[抄 家]③ 自宅監禁,④ 吊し上げ大会で拷問,⑤ 負
傷,健 康を損ね させる情況 に陥らせ,し かる後に,⑥ 薬や医療 を与えな
い,⑦ 隔離審査,⑧ 党か らの排除の手順で彼らを追い落とした。
1966年10月か らは,「ブルジョワ反動路線批判」を旗印に,造反派紅衛
(18)『文革デー タベー ス』,前掲。
(19)高文謙 『周 恩来 秘録 上』,上村幸治訳,文 藝春秋,2007年,320-321頁。
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兵や労働者か らなる造反派が先頭に立って党内実権派に対 して批判 ・奪権
闘争を展開した。⑳
【第H期 】「公」 と 「私」をめぐる指導者 と大衆の言行不一致
(1967年1月一68年3月)
1967年か らは党内実権派からの奪権闘争が本格化 し,上海はじめ各地で
奪権が行われた。 しかし,各紅衛兵 ・造反派組織の間の抗争が激化 し,武
闘が狙獄をきわめた。この対策 として中共中央は人民解放軍を主要な組織・
機関に介入させ治安を確保しようとした。中国はこれ以後軍事管制下に入っ
た。それにあわせて毛沢東は 「大連合」を提唱 して武闘の沈静化をはかろ
うとしたが,武 闘は収まるどころか激烈になるばかりであった。
この時期における 「公」 と 「私」の逆転現象の特色は,指 導者の 「公」
を宣伝する言説 と,「私」を追求する現実の行動のきわだ った乖離である。
1967年7月から9月 にかけて,毛 沢東が地方を視察 したさい,「私心 と
闘い修正主義を批判 しなければな らない」 と指示 した。(21)
10月1日,林彪は国慶節の集会でこの指示を明らかにし,かつこれを解
釈 してつぎのように述べた。 「『闘私』 とはマルクス ・レーニン主義,毛 沢
東思想を用いて 自分の頭のなかの 『私』 とい う字 と闘 うことだ。批修 とは
マルクス ・レーニン主義,毛 沢東思想を用いて,修 正主義に反対し,資本
主義の道を歩む党内の一握 りの実権派 と闘争することだ」。(22)
(1)指導者層における 「公」 と 「私」の逆転事象
しか し現実の行動は建前 とは相当異なっていた。
た とえば,江青は1934年10月上海で国民党の特務に逮捕され,同年12
月に釈放された。1968年初め,江 青は林彪腹心の空軍の呉法憲を通 じて,
この間の事情を記 した梢案管理に関係する上海の政法部門の書記,公 安局
長,警 務局長はじめ二十数人を北京に護送 して監獄に入れた。また,彼 女
(20)「造反派紅衛兵」 とは,老 紅衛兵 に対抗 して生 まれ た,主 として非紅五類 出身者か らな る紅
衛兵組織。1966年10月以降,紅 衛兵 運動 の主導権を握 った。
(21)中共 中央文献 研究室編 「視察華北,中 南和華東地区時的談話」,『建国以来毛沢東文稿 第12
冊』,前掲書,389頁。
(22)『文革デー タベー ス』,前掲。
.・
文革期における 「私」 と 「公」 をめぐって
は上海の女優時代の暗い過去を知る人 ・々とその家族を吊し上げ,陵 辱 と折
橿 を加え,葬 り去った。(23)
文革初期,紅 衛兵は 「四旧を打倒する」 と称 して,大 量の文化財を没収
した。林彪 ・江青グループのメンバーはその没収品の うちか ら多くの貴重
な品を横領したばかりか,さ まざまな手段で,国 の保管する文化財まで公
然とかすめ取って私のものとした。(24)康生は,1967年,若い秘密警察官
を紅衛兵に化けさせて,故 宮博物館に送 り込み,数 千点もの展示品を持ち
出した。そして皇帝の使ったインク壷,香 水時計,機 械仕掛けの玩具,絵
画,書,漢 籍など貴重な文化財を私物化した。(25)
毛沢東の呼びかけに応 じて文革に参加 した青年をもっとも驚かせたのは,
紅衛兵や造反派組織が書いた大字報による党政幹部に対する告発,と くに
彼らの私生活 と個人の品性に対する暴露 と攻撃であった。青年たちは以前
は過度に純潔で,禁 欲主義の雰囲気のなかで暮 らしていたので,あ の人格
高潔であるとされた指導者が大衆に無私無欲を呼びかけなが ら,自分は腐
敗堕落するのを知って失望 と怒 りを禁 じ得なかった,と い う。(26)
た とえば 『文革大字報精選』には,「フルシチ ョフ流劉少奇(の 贅沢三
昧)」「登区小平個人医ルポ」「彰真腐朽生活罪行」 「陳毅を頭 とする外交部特
権階層」「賀龍式宴会」などのタイ トルで,各地各組織の紅衛兵が中共指導
者がいかに贅沢で,燗 れた,不 道徳な生活を してきたかを提示 した内容が
掲載されている。(27>
文革直前まで,至 高の道徳的生活をしていたと喧伝 されてきた劉少奇 ・
登ド小平 ・彰真達の最高指導者が突然不道徳の権化にされたことは,中 華人
民共和国の人民大衆にとって も不可解の極みであった思われる。筆者は,
当時の人民大衆が大字報で告発 された実権派の指導者と,文革推進派の指
導者たちとは大同小異の行為をしていると推測することはきわめて合理性
(23)陳丁顕 『陳丁顕 回憶録一在 「一月風暴」 的中心』,上海 人民出版社,2005年,19頁。
(24)陳東林,前 掲 書,635頁。
(25)楊威理 『豚 と対話ができた ころ』,岩波書店,1994年,73-75頁。
(26)徐友漁 「異端思想 和紅衛兵的思想転 向」,劉青峰編 『文化大革命:史実与研 究』,中文大学 出
版社(香 港),1996年,278頁。
(27)課放 ・趙無 眠選輯 『文革大 字報精選 』,明鏡 出版 社(香 萢 他),1996年,480-483,485-487,
492-506,525-538,539-541頁。
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があると考える。
(2)大衆レベルにおける 「公」 と 「私」の逆転事象
この時期の 「公」 と 「私」の逆転現象は指導者ばかりでなく,私的領域
がほとんど消滅 し,かつ奉公をつねに要求される社会で生活 している人民
大衆にも当てはまる。この時期の運動の主力部隊は,共 産党幹部の子弟を
構成要員 とする老紅衛兵あるいは機関幹部や模範労働者を中心 とする 「保
守派」「保皇派」の造反派ではな く,それまで党 と国家から迫害を受けてき
た大衆からなる 「造反派紅衛兵」「造反派労働者」であった。
1966年10月毛沢東が発動 した 「党内のブル ジョワ階級反動路線 を批判
する運動」は,そ れまで攻撃 と排斥を受けてきた大衆に権力者に反抗する
権利を与え,彼 らに権力者への不満を発散する機会を与えた。大衆は 「奉
公」の旗を掲げて,「みずからの利益」のために,競 って造反派に参加 し,
権力機構 と幹部を攻撃する広範な造反運動を形成 したのである。(28)
華林山によれば,1967年1月からはじまった 「軍事管制」において,造
反派紅衛兵と造反派労働者は管制に派遣 された軍人から容赦のない弾圧 と
迫害をこ うむった。各地の組織の多 くが瓦解 し,メンバーの流失率は80-90
%に達 した。彼 らはこれを 「二月逆流」 と呼んだ。 この迫害に戦標を覚え
た造反派紅衛兵や造反派労働者は,同 年3月,毛 沢東が 「二月逆流に反撃
する運動」を発動すると,激烈に反応 し,熱情的に参加 した。というのは,
造反運動の主要なインセンティブは反迫害であり,わが身 とその子孫の生
存空間を守ることであったか らである。(29)
林秀光は,1967年1月に第一軽工業部で発生 した造反派による 「黒材
料」の強奪事件(3°〉の資料を分析 して,強 奪事件にかかった造反派の動機
は,ま ず 自らに関する 「黒材料」が梢案に入れ られることへの恐怖 ・不安
からわが身を守るとい う保身,も う一つは,消極的な動機ではなく,「黒材
(28)印紅標 「批判資産階級反動 路線:造 反運動 的興 起」,劉青峰編 『文化大 革命:史 実与研 究』,
前掲書,185頁。
(29)華林山 「政 治迫害与造反運動」,劉青峰編 『文化大革命:史実与研究』,前掲書,223-224頁。
(30)文革初期に各単位で作成編 集 された大衆 を懲 らしめる[整 群 衆]梢 案 資料 を 「黒材料」 と呼
ぶ。1966年11月中共 中央は,こ れ らの梢 案資料はすべて無効 と し,一律 に公衆の 面前 で焼却
すべ しとの指令 を発 した。 このため,各 単位 で黒材料強奪事件が発生 した。
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文革期における 「私」 と 「公」 をめぐって
料」の入手を通 して何らかの政治的 目的を達成 しようとい う積極的な面で
ある,と 述べている。(31)
上記の印,華,林 各氏の分析 と認識か ら明らかなように,文 革期の各種
運動への大衆の対応は,① 権益の確保②保身③反迫害のため,す なわちわ
が身 と家族の私的生存空間の防衛 と拡張に向けられている。つま り,大衆
が文革に参加するのは,当時のスローガンが示すように,「公」の樹立のた
めあるいは私心 と闘争するためではな く,も っぱら 「私」をまもるためで
あ り,こ こでも 「公」と 「私」が逆転 している。
漏験才がごく普通の大衆にインタビューしてまとめた 『庶民が語る中国
文化大革命』に赤裸々に語 られているように,文 革を利用 して不正な手段
により,ひ との財産の横領,恨 みやねたみによる復讐,出 世欲の実現,子
分の抜擢等が大衆 レベルで も狙獄 を極めた。
「革命の実態がわかったところで,一部の人問が意識的に,自ら進んで こ
の革命を利用 し始めた。奪権は個人の利益 と結びつく。もしも,文革のは
じめを聖戦とい うことができるとするなら,あとははまったくの奪権闘争・
権力の再配分だった(1966年当時20歳,男,某 師範大学学生)」。(32)
「私を殴った連中は,ある者は臨時工だ ったか ら,革命を口実に正社員に
な りたかった。また労働者ではいた くない,管 理部門の幹部にな りた くて
やった者 もいる。文革はみんなに,そ れぞれの目標に向かって死にものぐ
るいになるチャンスを与えただけです。上にのしあがりたいとい う人間が
いれば,当然,犠牲にしなけりゃならない人間が出てきます。『四人組』な
ど一般の人間か らは遠い存在です。実際に迫害を行ったもの,そ れはやは
り各地域の各職場のこういった連中です(1966年当時25歳,男,某 工場
生産幹部」。(33>
上記の現象を総括すると,大衆レベルにおいても,文革期に盛んに宣伝
された 「個人の利益や小集団の利益か ら出発 しないですべて人民の利益か
ら出発する」,「すこしも私利私欲のない精神を保つ」などの奉公の 「理念」
(31)林秀 光 「造反派組織 の連携 と対 立」,国分良成編 『中国文 化大革命再論』,前掲書,270,273,
275頁。
(32)漏験才 『庶民 が語 る中国文化大革命 』,田口佐紀子訳,講 談社,1988年,169頁。
(33)同上,199,203頁。
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が,私 利私欲の典型 として徹底的に批判 された 「頭の中には個人の利益 し
かな く,功名を争って,集 団を忘れ,な にごとも 『私』か ら出発する」な
どの私的利益追求の行動の 「現実」(34)によって取 って代わ られている。す
なわち 「公」 と 「私」が逆転 している。 この現象は指導者層でも人民大衆
の間で も共通である。
【第皿期】 強者 と弱者による 「公」 と 「私」への対応の差
(1968年3月一71年9月)
毛沢東をか しらとする文革推進派 と劉少奇 ・登ド小平を リーダーとする実
権派 との闘争は,毛 沢東の優勢裏に進展 した。1968年9月には,半身不随
に陥った共産党組織に代わって,革命委員会が全中国に設立され,10月に
は八期十二中全会で劉少奇の党除名を決定した。12月か らは,紅衛兵の農
村への下放が始まり,紅衛兵の活動は息の根を止められた。そ して1969年
4月の九全大会では,中 共党規約で林彪を毛沢東の後継者に明記 し,文革
の勝利を宣言 した。その後1971年9月11日,林彪の毛沢東に対するクー
デター失敗による死亡を分水嶺 として,文革は後半期(脱文革期)に入る。
この時期,党組織の再建に連動 した典型的運動は,1968年春に始まった
「革命隊列の純潔化運動」である。革命委員会成立後,整党建党に先立って
行われることとされた。その内容は,広 範な大衆や幹部のなかから 「裏切
り者」・「スパイ」・「死んで も悔い改めない走資派」・「反革命分子」などの
「階級敵」を摘発するものであった。70年か らは同類の 「一打三反運動」
および 「5・16洗い出し運動」が連続 して起こった。(35)
とくにこの時期においては,「公」と 「私」の位相が 「強者」 と 「弱者」
によって正反対になることが顕著であった。
(1)強者の場合
党政幹部や,大 衆のなかで共産党の文革推進派をバックに持つ者,紅 五
類など出身のよい者,野心を持つ者などの強者は,その力の強さに応 じて,
(34)東方書店編 『中国プ ロレタ リア文化大革命資料 集成 第4巻 』(任立新 「プ ロレタリア 階級 の
世界観か,ブ ル ジ ョワ階級 の世界観か」),1971年,93頁。
(35)陳東林,前 掲書,604-605頁。
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「公」が宣伝されればされるほど,私的権益を手に入れる機会が増える。す
なわち 「化公為私」(公共の財産を私のものとする),「弱者の私有財産を奪
い取る」,「ライバルを引き吊りおろして出世する」,「恨みのあるものに報
復する」などの方法が利用される。
た とえばある工場に派遣された軍事管制委員会の軍人が,そ の工場の革
命委員会の主任 と結託して,打 倒されて刑務所に入 っているその工場の生
産幹部の妻に離婚 して自分 と結婚するよう強要 した。軍人は都会の女性 と
結婚すれば,復 員になって も農村に戻る必要はない。革命委員会の主任は
このことで軍人を助けておけば自分の地位 も安泰だ し,もっと出世できる。
この二人は後に工場の 「お偉いさん」になった。(36)
軍事管制員会に出向した軍人の多 くは出世 し,金をもうけた。住宅や 自
動車は彼 らのものになった。家族はみな都市の戸籍を持つ ようになった。(37)
(2)弱者の場合
文革推進派か ら批判されている者,「官方」のバックを持たない者,黒五
類など出身の悪い者,気 の弱い者など弱者の場合は,そ の力の弱さに比例
して,「公」が懲悪されればされるほど 「私」が減少する。すなわち 「家宅
捜索によって私有財産 を奪われる」,「農村への追放によって都市戸籍 と私
有の住宅を奪われる」,「批判告発を受けて幹部の地位から労働者の地位に
落とされる」などみずか らの私的権益を剥奪される。さらに弱者は自主的
にみずからの私的領域 を犠牲にすることによって,迫 害か ら逃れようとす
る。これ らの運動は,大 衆の保有する最後の私的領域である家庭をも破壊
した。大衆は自己保存を確実にするためには,党 に対して忠実であるとい
うことを身をもって示す必要がある。その最も有効な方法が一人でも多 く
の階級敵を発見 して手柄を立てることである。そ してその典型的な方法が
告発 ・密告 ・摘発である。夫は妻を,妻 は夫を,子 は親を密告 し,告発 し
た。関門の通過のため,あ るいは類が 自分に及ぶのを避けるために,離 婚
も多 く利用された。
紅衛兵 とな り農村へ下放 した邸海涛はつぎのよ うに述べている。 「当時
(36)漏験才,前 掲書,63-66頁。
(37)王力 『現場歴 史:文 化大革命紀事 』,牛津大学 出版社(香 港),1993年,37頁。
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『夫婦の愛より,肉親の情 より階級闘争』とい う言葉があり,夫婦間,肉親
間でも,密 告が 日常茶飯事のように行われていた… 当時の 『革命理論』
によれば,革 命者夫婦のセ ックスは奨励 されるいっぽ う,革命者と反革命
者夫婦のセックスは禁止されていた うえに,ふ たりは離婚すべきもの とさ
れる。夫婦ともに反革命者ならば,セ ックスすること自体が反革命運動で
あ り,さ らなる革命への謀反が企まれるものだ とみなされた」。㈹
関門をくぐり抜ける方法の一つに 「縁切 り」[画清界線]が ある。レッテ
ルを貼 られたか,ま たは貼 られる可能性のある人 との 「縁切 り」が頻繁に
行われた。た とえば劉濤は父の劉少奇 と母の王光美 と 「縁切 り」を した。
中国人はもともと,国家に頼 らず,親 子兄弟,親 族,同 郷人,義 兄弟等
の相互扶助をする絆,す なわち私的領域を尊重する気風が強いと言われて
きた。 しかしこれ らの運動はこの私的領域を無惨に浸食 した。
1V「公 」 と 「私」 の逆転 の原 因
1.文革期において 「公」の宣伝と 「私」の排撃が激烈であった理由
本論文1に 記載 した溝口雄三,仁井田陞両氏の解明でわかるように,「公」
を重視 し,「私」を軽視する文化は伝統中国以来の長い伝統である。このよ
うに 「公」をもちあげ,「私」をけなす伝統を持つ中国であっても,文革期
になってなぜあれほど激 しく 「私」が排撃 され,「公」が宣伝されるように
なったのか。
シュラムの認識によれば,毛 沢東は,社 会主義社会では階級矛盾は生産
手段に対する関係(下 部構造)よ りはむしろ思想 ・政治 ・文化の分野(上
部構造)に 現出する,中 国ではブルジョワ階級は主 として党内に見いだ さ
れる,そ れが資本主義の道を歩む実権派であ り,社会主義社会の党国家体
制を通 じて労働者 と農民を搾取すると考えた。(39)つま り文革とは,生 産手
段における公有 ・私有関係の矛盾 よりも,公 共のための心(奉 公)・利己的
な思想(私 心)の 矛盾 を解決するための政治運動(キ ャンペーン)で あっ
た,と い うのである。
(38)邸海 涛 『中 国セ ック ス 文 化 大 革 命 』,新 潮 社,2007年,27-28,38-39頁。
(39)Schram,ibid.,p.89.
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林彪は毛沢東の認識 についてつぎのように講話 した:党 内の実権派は資
本主義を復活 し,修正主義を行お うとしている。彼 らが命がけで守ってい
るのは私心一私有観念である。それは利己主義であり,ブルジ ョワ階級の
価値観である。私心 と闘 うとは私有観念の私 と闘 うことであり,「私利私
欲」の私 と闘 うことである。ブルジョワ階級の旧い思想 ・文化 ・風俗 ・習
慣(四 旧)の 本質は私有観念すなわち 「私」であり,プ ロレタリア階級の
新 しい思想 ・文化 ・風俗 ・習慣は 「公」 とい う字に概括できる。これがす
なわち文化大革命の大きな潮流となった 「破私立公」運動・「旧四打破」運
動 ・「闘私批修」運動の精神であった。
「私」を排撃 し 「公」を樹立するために,毛沢東は闘争と自己批判を通 じ
て 「人闇の精神を改造する」方法を採用 してその目的を達成 しようとした。
その具体的方法 として,広 範な人民を動員して,下 から上へ向けた大民主
の運動によって,党 内に巣 くう実権派を暴露 し打倒 しようとした。これは
文化大革命の重要な使命のひ とつであった。
上述の事情によって,文 革期には 「私」の排撃 と 「公」の宣伝が激烈を
極 めたのである。
2.「公」と 「私」の逆転の原因
ではこのような情況にもかかわ らず,な ぜ 「公」 と 「私」が逆転 したの
か。私見によれば以下五点の原因が提示できる。
第一には,文 化大革命が上部構造(政 治 ・文化 ・イデオ ロギーの領域)
における政治運動である点にある。下部構造(経 済領域)は フィジカルな
ものであるか ら 「公」(公有)か 「私」(私有)か は見てはっきりわかる。
しか し,上部構造はメタフィジカル(形 而上)で あるから,人 の心が公共
のための心で占められているか私心に支配されているかは見てわからない。
したがって 「公」を掲げて 「私」を求める行動がや りやすい。 公私の逆転
が上部構造での 「公」が極端に強調された文革期に起こったことも理解で
きる。
ダニエル ・チ リオ ッ トは,冷 戦期末期の東欧の独裁国家における支配者
達の行動様式を研究 してつぎのように述べている。 「最高指導者を頂点に,
権力のピラミッ ドの各層に大中小のボス達が存在する。彼 らは専断的に,
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かつ狭い自己利益を求めて行動する。最高指導者は,大 中小ボスがいなけ
ればみずからの意思を強制することはできない。彼らの協力を得るために,
最高指導者は大中小のボス達が利権の果実を享受するのを許さなければな
らない。」(4°)
チ リオ ットの指摘 した支配者達の行動様式は,「公」の宣伝が異常に高
まった文革期の中国にも当てはまる。指導者は,下部の者には 「無私の忠」
あるいは 「滅私奉公」を要求しなが ら,自らは私的権力 と利益を追求する。
ランクの下の者はそれ を見習って,そ の地位に応 じて自分の利益を確保 し
なが ら自分より地位の低い者には無私の奉公を要求した。このようにして
ヒエラル ヒーの全ての段階を通 じて,建 前上の 「公」の懲漁にもかかわ ら
ず,現 実には 「私」が狙薇することになった。これ らの現象は,上 部構造
の政治運動であ り,かつ 「公」が極端に強調された文革期であったか らこ
そいっそ う強烈になったのである。
文革期には,毛 沢東,林 彪はじめすべての指導者が 「破私立公」を宣伝
していた。しか し,第1期 ・第H期 を通 じて,林 彪,江 青,康 生などの例
からわかるように,「公」を強調する裏で,みずか らの私的権力と私的利益
を確保する行動を行 っていた。これは高文謙,楊 威理達が指摘 している。
第二には,文 革期には私的領域が極端に小さくなっていたことがあげら
れる。
楊麗君が指摘するように,私 的領域が存在 しておらず,公 的領域 しか存
在していない社会主義体制下において,国 家はあらゆる政治 ・経済 ・文化
資源一公民権一お よびその配分権力を独 占した。彼女は,文 革期の集団行
為は,上述のよ うな体制の中で行われた公民権の獲得競争であ り,したがっ
て,派 閥の リーダーにせよ,一 般の参加者に しろ,彼 らは公的領域におい
て,最 大限の利益を追求する道 しかなか った,と 主張している。(41)
筆者の思 うに,楊 の言 う 「獲得された公民権」 とは最終的には各個人の
占有に属する私的財産 に他ならない。正当な行為によって個人の権益を確
(40)DannielChiriot.,"WhatHappenedinEasternEuropein1989?",JeffreyN.Wasserstromand
ElizabethJ.Perryed.,PopularProtestandPoliticalCultureinModernChina,Boulder,Colorado
WestviewPress,1994,p.226.
(41)楊 麗 君,前 掲 書,332-333頁 。
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保するに十分な私的領域の資産がない中国においては,「公」を 「私」に変
換する 「化公為私」に頼 らざるを得ない。 しか し,民法や商法など私的財
産を獲得 し保持する法的ルールが確立 されていなかった。それゆえ先に述
べた指導者が公有財産 を横領するケースや,強 者が弱者の私有財産を横取
りする例にみ られるように私的権益の獲得は力つ くのや り方になる場合が
多かった。
大衆 レベル において も,文革の混乱に乗 じて 「公」への奉仕を口実に,
「私」の権益の獲得に乗 り出した人々が出てきた。滅私奉公のキャンペーン
に対する大衆の反応は,印 紅標,華 林山,林 秀光の指摘するよ うに,わ が
身と家族の私的生存空間の防衛 と確保に向けられている。
また漏騨才が大衆にインタビュー した 『庶民が語る中国文化大革命』に
語られているように,文 革を利用 して不正な手段により,ひ との財産の横
領,恨 みやねたみによる復讐,出 世欲の実現,子 分の抜擢等が大衆レベル
でも狙獄を極めた ことでも立証 される。
第三には,文 革発動直前に党内で孤立 していた毛沢東の立場がある。毛
は,紅 衛兵 ・造反派組織に頼 り彼 らを利用 して,党 内の実権派 とその支持
基盤の国家官僚組織を排撃 し,奪権するために,国家(す なわち 「公」)の
司法機関(警 察 ・検察 ・裁判所)の 専管事項であった独裁あるいは刑事制
裁の相当部分の権限を 「私」たる紅衛兵 ・造反派に委譲する戦術を採用 し
た。このため,毛 沢東を頭 とする文革推進派は,紅 衛兵や造反派が私的家
宅捜索 ・私的留置所 ・私設裁判所 ・私的監獄 を運営するのを,黙 認 ・支持
せざるを得なかった。
第四には,第1期 と第r[期において,大 鳴(大 いに見解を述べる)・大放
(大胆に意見を出す)・大字報(大 いに壁新聞を貼る)・大弁論(大 いに討論
を行 う)の 「四大」が紅衛兵や造反派労働者に一時的に許されたことであ
る。この結果大衆は大字報などを通じて党政幹部の内情を知ることができ
るようにな り,討論集会[大弁論〕などの場で彼 らを告発できるようになっ
た。そ して大衆の一部は各種の派閥組織を作って,成 員の私的権益を確保
するために活動する機会を得た。
第五には,毛 沢東個人の持論か ら来ている。シュラムの見方によると,
晩年の毛沢東が求めた 「無私」(すなわち 「公」一筆者注)と は,伝統中国
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の 「忠」に通じる。毛沢東は自分への 「無私の忠」を真正のプロレタリア
思想であると認識 した,と い う(42)。
毛沢東の理想は共産 ・公有 ・平等であ り一種の原始共産制である(43)。こ
れは毛沢東以外の人々にすべてを 「公」たる毛個人に捧げさせる独裁体制
である。建前上毛沢東にとって 「公」 とは,マ ルクス ・レーニン主義お よ
び毛沢東思想であるが,実質的には毛沢東の個人独裁権力そのものである。
つまり,「公」が増えれば増えるほど毛沢東の個人独裁権力が増えるのであ
る。
おわ りに
古代中国以来,理 念においては,「私」は 「公」に対して比較にな らない
ほど低い地位を与えられてきた。 しか し現実には,土 地をはじめとする私
有財産権が広 く認められていた。家族が尊重され,村 落,宗 族そして行ま
たは甜(ギル ド)など自治的機能を部分的に保有する組織が存在 していた。
社会における私的領域は大きくかつ重要な存在であった。
中華人民共和国が誕生 してから,経済領域における私的領域はしだいに
公的領域に取って代わられ,1956年の八全大会で社会主義革命の基本的な
完成が宣言された。 しか しこれで満足 しない毛沢東は共産主義への急速な
到達を目指 して人民公社 ・大躍進政策を推進 した。その結果は1959年か
ら61年にわたる大飢鯉による数千万人の餓死者であった。
その後劉少奇をはじめ とする 「実権派」の調整政策により,私的領域が
部分的に回復され,食料生産は回復 し,中国人民はひとまず危機を脱 した。
この 「私」の回復を資本主義の復活 と修正主義の浸透 ととらえた毛沢東は,
その絶対的権威を背景に,党 内外の 「私」の廃絶 と 「公」の樹立をはかろ
うとした。その方法は人民に呼びかけて立ち上が らせ,下 か ら上への運動
によって実権派を暴露 し,実権派か ら奪権することである。ここに文革期
における 「破私立公」運動の特異性がある。ところが思いもかけず各方面
にわたって 「公」 と 「私」の逆転事象が出現 した。それは毛沢東の意図に
(42)Schram,ibid.,p93.
(43)李志 繧 『毛 沢 東私 人 医 生 回 憶 録 』,時 報 文 化(台 北),1994年,363頁 。
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反して彼が依拠する文革推進派の指導者や幹部,紅 衛兵や造反派,お よび
人民の意思と行動によってなされたのである。
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TheContradictionof"Private"and"Public"
duringtheCulturalRevolution
YOSHIMURATakuzo
(Abstract)
ThebigtideoftheCulturalRevolution(CR)wasdestructionof"Private"
andestablishmentof"Public".
Thepurposeofthisessayis,onthehypothesisthat"Public"wasreversed
into"Private",toprovethathypothesisandtoproposethephasesof"Public"
and"Private"duringCR.Thereversiontookplaceonthefollowingforms.
(1)ThetopleadersoftheChineseCommunistParty(CCP)thatpropagated
"Public",behindtheofficialscene,tookactionsofincreasingtheirownpower
andinterest.
(2)Thefunctionsofthepublicorganizationssuchaspolice,prosecution,law
court,andprisonwereinlargepartsubstitutedbytheRedGuardswhich
belongedtoprivateorganizations.
(3)TheleadersofCCPnotonlyusurpedmanyofthepreciousculturalassets
confiscatedbytheRedGuards,butalsobyopenlyforfeitedthecultural
propertieswhichthestatewerepreservingandconvertedthemintotheir
privateproperty.
(4)Countermeasureofordinarypeoplewastoprotectandenlargetheprivate
araisond'etreofthemselvesandtheirfamilyratherthantocontributeto
publicduty.
Therearereasonswhy"Public"reversedinto"Private".
First,sinceCRwasthepoliticalmovementintheareaofsuperstructure,
itwaseasytoseekprivateinterestunderthepretenseofcontributingtopublic
duty.Second,becausetheprivateareawassonarrowthatleadersandpeople
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wereforcedtoprivatizethepublicpropertiesbyforce.Third,MaoZedongwho
wasisolatedinCCP,inordertorecapturethepowerfromthenomenklaturain
CCPcouldnothelpfromcountenancingthebehavioroftheRedGuardsand
rebelliongroupswhichexcersisedtheprivatecriminalsanctions.Fourth,Mao
Zedongpartlyandtemporarilypermittedthemtheseveralkindsoffreedom
suchasspeech,assembly,association,etc.Fifth,whileleadersofCCPstrongly
demandedtheirsubordinatesofunselfishnessandpublicservice,theyexerted
themselvestoacquiretheprivaterightandinterest.
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